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オンライン診療の基本理念
「オンライン診療の適切な実施に関する指針（H30厚労省）」より

患者の日常生活の情報も得ることにより、
医療の質のさらなる向上に結びつけていくこと

医療を必要とする患者に対して、医療に対するアクセシビリティ
（アクセスの容易性）を確保し、より良い医療を得られる機会を増やすこと

患者が治療に能動的に参画することにより、治療の効果を最大化すること

オンライン診療は、さらなる進化が期待されている
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事例１ 呼吸器内科（COPD）の事例
オンラインにより患者の症状経過を把握する
• 定期的に受診する患者の、受診の間の日常生活での症状をオンラインで収集、可視
化し、医師に伝達する。

• 医師はこれまで可視化されていなかった症状変化を経時的に把握することで適切な
治療の提供が可能になる。患者も、変化が見えることや医師との密なコミュニケー
ションにより、疾患や治療に関するリテラシー、意欲が向上することが見込まれる。

患者医師

COPD疾患管理プラットフォーム
症状記録 アセスメント

正確な患者状態把握

コミュニケー
ション

CAT
mMRC

患者の適切な行動・受診

患者個別に最適な治療・指導
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医師が、患者の症状変化を経時的に把握することで、
より適切な治療方針の決定・実践、患者の適正行動に繋がった。

症例
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• モニタリングの意義、実
施方法の説明等を実施

退院時

＜患者＞
自宅でモニタリング・問診
項目を記録
＜医療機関＞
記録をチェック。
異常があった際は早期に介
入する。

自宅療養

• モニタリングによる症状
変化を、医師と患者が共
に見ながら、診察。

• 疾患や治療に関する啓発
となりアドヒアランスを
高め、患者の行動変容を
促す

来院

オンラインにより急性増悪を予防する
• 退院後一定期間、予め定められた項目についてオンラインでモニタリング、急性増
悪の予兆があった場合には適時医師に伝達。コメディカル等チームでの早期介入
（例：オンラインでの状況把握等）を検討、実践する。

• 高い再入院率が課題である心不全について、早期介入により患者の行動変容や早期
受診を促すことで、急性増悪による再入院を防ぐ。

事例２ 循環器内科（心不全）の事例
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事例３ 呼吸器外科（肺がん）の事例
術後の身体管理により退院患者の安心感ある環境を構築する
• 退院後一定期間、予め定められた項目についてオンラインでモニタリング、医師は
患者の回復の経過を確認し必要に応じてコメディカルとともに適時ケアを図る。

• 医師・医療従事者は患者さんへのより細やかなケアが可能になるとともに、チーム
内での医療者同士の密なコミュニケーションが生まれる。

• 患者さんもまた、自身の状態に基づき医療者と話ができることによる安心感に加え、
例えば仕事復帰に向けた回復の目安としてなど、特にがん患者に多く見られる生活
全体の不安の解消にも繋がることが期待できる。

外来

表示

血圧
脈拍
体温
SpO2
歩数
消費カロリー

睡眠の質
息切れ（安静時）
息切れ（労作時）
だるさ
むくみ
服薬状況
痛み（安静時）
痛み（労作時）

バイタル 問診

手術・退院

入力
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事例４ 腫瘍内科の事例
副作用の出現・変化を初期段階で察知する
• 抗がん剤に代表される、服用・投与期間中に一定の割合で症状が出現・変化する薬剤
に関して、治療開始後、予め定められた症状の出現・変化についてオンラインでモニ
タリング、症状が一定に達した際には、受診を促し必要な対処をする。

• 医師は、原疾患に対する治療方針を継続することができる。
• 患者さんは副作用のQOLへの影響を軽減でき、安心感を持って日常生活を送ること
ができる。

抗がん剤治療の多くは、治療開始の初期に、自覚症
状を伴う副作用が出現する。

出典：静岡がんセンター「がん体験者の悩みや負担などに関する全国実態調査報告書」2013出典：国立がんセンターがん情報サービス「化学療法全般について」

治療中の患者の悩みや負担（困りごと）は、５割以上
の人が「治療に伴う症状によるつらさ」を挙げている。

抗がん剤に伴う症状出現・変化 がん治療中の患者の悩み
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ICTを活用した医療の方向性
～オンライン疾患管理への発展

活用方法

急性増悪の予防

術後の身体管理

副作用の察知

• 人口動態、社会環境、疾病構造等の変化に対応した、新しい医療の４つのP
（Prevention・Personalized・Precision・Proactive)の実現を、テクノロジーを
活用して実現する。

有用性

症状経過の把握
患者

医療
従事者

地域
社会

• 個人の状態に合わせた治療・ケアの享受
• 治療への主体的参画、意欲向上
• 安心感の醸成

• 適時・適切な治療・ケアの提供
• チーム医療の促進
• 医療資源のタスクシフティング
(患者の症状把握の省力化)

• 安心できる医療環境
• 重症化予防による医療費
適正化

• 働き方改革の促進
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オンライン疾患管理の発展に向けて

医学的エビデンスの
創出

経済合理性の
提示

オンライン疾患管理
の評価

• オンライン疾患管理の有用性、安全性、実現可能性に
ついての医学的エビデンスを構築する。

• 社会、医療提供者、医療受益者にとっての、オンライ
ン疾患管理の経済合理性を、医学的のみならず社会的
視野で示す。

• 新たな施策導入に際して、計画的に、短・中長期的エ
ビデンスの構築を図る。

• オンライン疾患管理の活用を算定要件に認める、また
オンライン疾患管理に伴う技術評価を図るなど、利用
しやすい診療報酬制度・ガイドラインを整備する。
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ご清聴ありがとうございました


